
６学会の専門医研修における平成２９年度暫定プログラムについて 
 
 
 一般社団法人日本専門医機構から、平成２８年１２月２７日付けで都道府県

に対して、６学会（小児科、整形外科、耳鼻咽喉科、病理、救急科、形成外科）

の専門医研修における平成２９年度暫定プログラムの情報提供があり、暫定プ

ログラムの内容（専門研修基幹施設、専門研修連携施設、募集定員）に関する

意見等の提出依頼があった。 
 ついては、県内の暫定プログラムの内容について次のとおり協議を行う。 
 

記 
 
１ 県内の暫定プログラムの内容 
（１）各専門研修基幹施設における県内の連携施設一覧 資料２－２ 
（２）県内の二次保健医療圏別の専門研修基幹施設・連携施

設一覧 
資料２－３ 

 
２ 県内の暫定プログラムの内容の検証 資料２－４ 
 
 
＜参考資料＞ 
・新たな専門医制度の仕組み（専門医制度新整備指針のポ

イント） 
参考資料１ 

・６学会の平成２９年度暫定プログラムに係る主な経緯 参考資料２ 
・平成２９年度の暫定プログラムによる専門研修について

（一般社団法人日本専門医機構） 
 参考資料３ 

・専門医研修における平成２９年度暫定プログラムへの対

応について（厚生労働省医政局医事課） 
 参考資料４ 

・現行の専門医制度における専門医研修施設一覧  参考資料５ 
・専門医養成実績数と募集定員の全国比較  参考資料６ 
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基本領域

（人）

施設名 二次保健医療圏 市町村 二次保健医療圏 市町村 施設名

岡山大学病院 県南東部 岡山市 県南東部 岡山市 旭川荘療育・医療センター 14

岡山医療センター

岡山済生会総合病院

岡山市立市民病院

岡山赤十字病院

岡山労災病院

県南西部 倉敷市 倉敷市立児島市民病院

倉敷成人病センター

笠岡市 笠岡第一病院

高梁・新見 新見市 新見中央病院

津山・英田 津山市 津山中央病院

計 11 施設

倉敷中央病院 県南西部 倉敷市 県南東部 岡山市 岡山大学病院 9

県南西部 倉敷市 川崎医科大学附属病院

倉敷成人病センター

倉敷リバーサイド病院

つばさクリニック

水島中央病院

よしみつ小児科医院

井原市 井原市立井原市民病院

早島町 南岡山医療センター

計 9 施設

川崎医科大学附属病院 県南西部 倉敷市 県南東部 岡山市 川崎医科大学総合医療センター 4

重井医学研究所附属病院

三宅医院

県南西部 倉敷市 倉敷中央病院

水島中央病院

笠岡市 笠岡第一病院

計 6 施設

県内の計 3 施設 26 施設（延べ数） 27

各専門研修基幹施設における県内の連携施設一覧（H28.12.27現在）

小児科

専門研修基幹施設 専門研修連携施設等
募集定員
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基本領域

（人）

施設名 二次保健医療圏 市町村 二次保健医療圏 市町村 施設名

岡山大学病院 県南東部 岡山市 県南東部 岡山市 旭川荘療育・医療センター 28

岡山医療センター

岡山協立病院

岡山済生会総合病院

岡山西大寺病院

岡山市立市民病院

岡山赤十字病院

岡山労災病院

川崎医科大学総合医療センター

光生病院

竜操整形外科病院

玉野市 玉野市立玉野市民病院

玉野三井病院

備前市 備前市国民健康保険市立備前病院

備前市国民健康保険市立日生病院

赤磐市 赤磐医師会病院

吉備中央町 吉備高原医療リハビリテーションセンター

県南西部 倉敷市 倉敷スイートホスピタル

倉敷第一病院

玉島中央病院

松田病院

水島中央病院

笠岡市 笠岡市立市民病院

笠岡第一病院

高梁・新見 高梁市 高梁中央病院

新見市 長谷川紀念病院

真庭 真庭市 金田病院

津山・英田 津山市 津山中央病院

計 28 施設

川崎医科大学附属病院 県南西部 倉敷市 県南東部 岡山市 旭川荘療育・医療センター 4

川崎医科大学総合医療センター

県南西部 倉敷市 倉敷紀念病院

倉敷平成病院

しげい病院

玉島中央病院

松田病院

真庭 真庭市 金田病院

計 8 施設

倉敷中央病院 県南西部 倉敷市 県南西部 倉敷市 倉敷リバーサイド病院 4

計 1 施設

県内の計 3 施設 37 施設（延べ数） 36

各専門研修基幹施設における県内の連携施設一覧（H28.12.27現在）

整形外科

専門研修基幹施設 専門研修連携施設等
募集定員
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基本領域

（人）

施設名 二次保健医療圏 市町村 二次保健医療圏 市町村 施設名

岡山大学病院 県南東部 岡山市 県南東部 岡山市 岡山医療センター 10

岡山済生会総合病院

岡山赤十字病院

計 3 施設

川崎医科大学附属病院 県南西部 倉敷市 県南東部 岡山市 川崎医科大学総合医療センター 3

計 1 施設

県内の計 2 施設 4 施設（延べ数） 13

各専門研修基幹施設における県内の連携施設一覧（H28.12.27現在）

耳鼻咽喉科

専門研修基幹施設 専門研修連携施設等
募集定員
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基本領域

（人）

施設名 二次保健医療圏 市町村 二次保健医療圏 市町村 施設名

岡山大学病院 県南東部 岡山市 県南東部 岡山市 岡山医療センター 7

岡山協立病院

岡山済生会総合病院

岡山市立市民病院

岡山赤十字病院

岡山労災病院

県南西部 倉敷市 倉敷成人病センター

倉敷中央病院

水島協同病院

津山・英田 津山市 津山中央病院

計 10 施設

川崎医科大学附属病院 県南西部 倉敷市 県南東部 岡山市 川崎医科大学総合医療センター 2

計 1 施設

倉敷中央病院 県南西部 倉敷市 県南東部 岡山市 岡山大学病院 1

計 1 施設

県内の計 3 施設 12 施設（延べ数） 10

各専門研修基幹施設における県内の連携施設一覧（H28.12.27現在）

病理

専門研修基幹施設 専門研修連携施設等
募集定員
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基本領域

（人）

施設名 二次保健医療圏 市町村 二次保健医療圏 市町村 施設名

川崎医科大学附属病院 県南西部 倉敷市 県南東部 岡山市 岡山旭東病院 10

岡山済生会総合病院

岡山市立市民病院

岡山赤十字病院

岡山大学病院

岡山中央病院

岡山東部脳神経外科病院

川崎医科大学総合医療センター

県南西部 倉敷市 玉島第一病院

高梁・新見 高梁市 高梁市国民健康保険成羽病院

新見市 渡辺病院

真庭 真庭市 金田病院

真庭市国民健康保険湯原温泉病院

津山・英田 津山市 津山中央病院

美作市 美作市立大原病院

鏡野町 鏡野町国民健康保険病院

計 16 施設

倉敷中央病院 県南西部 倉敷市 県南東部 岡山市 岡山市立市民病院 5

岡山済生会総合病院

川崎医科大学総合医療センター

県南西部 倉敷市 水島中央病院

笠岡市 笠岡第一病院

計 5 施設

県内の計 2 施設 21 施設（延べ数） 15

各専門研修基幹施設における県内の連携施設一覧（H28.12.27現在）

救急科

専門研修基幹施設 専門研修連携施設等
募集定員

資料２－２
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基本領域

（人）

施設名 二次保健医療圏 市町村 二次保健医療圏 市町村 施設名

川崎医科大学附属病院 県南西部 倉敷市 県南東部 岡山市 岡山医療センター 5

川崎医科大学総合医療センター

河田外科形成外科

県南西部 笠岡市 笠岡第一病院

津山・英田 津山市 津山中央病院

計 5 施設

岡山大学病院 県南東部 岡山市 県南東部 岡山市 岡山済生会総合病院 5

河田外科形成外科

計 2 施設

倉敷中央病院 県南西部 倉敷市 県南西部 倉敷市 こやまクリニック 2

計 1 施設

県内の計 3 施設 8 施設（延べ数） 12

各専門研修基幹施設における県内の連携施設一覧（H28.12.27現在）

形成外科

専門研修基幹施設 専門研修連携施設等
募集定員

資料２－２
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施設数 市町村 施設名 施設数 市町村 施設名

県南東部 1 岡山市 岡山大学病院※ 10 岡山市 旭川荘療育・医療センター

岡山医療センター※

岡山済生会総合病院※

岡山市立市民病院

岡山赤十字病院※

岡山大学病院※

岡山労災病院

川崎医科大学総合医療センター

重井医学研究所附属病院

三宅医院

県南西部 2 倉敷市 川崎医科大学附属病院※ 11 倉敷市 川崎医科大学附属病院※

倉敷中央病院※ 倉敷市立児島市民病院

倉敷成人病センター※

倉敷中央病院※

倉敷リバーサイド病院

つばさクリニック

水島中央病院

よしみつ小児科医院

笠岡市 笠岡第一病院

井原市 井原市立井原市民病院

早島町 南岡山医療センター

高梁・新見 － － － 1 新見市 新見中央病院

津山・英田 － － － 1 津山市 津山中央病院※

計 3 23

※現行の専門医研修施設

県内の二次保健医療圏別の専門研修基幹施設・連携施設一覧（H28.12.27現在）

基本領域 小児科

二次保健医療圏
専門研修基幹施設 専門研修連携施設等

他の都府県の専門研修基幹施設と連携する施設を含む。

資料２－３
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施設数 市町村 施設名 施設数 市町村 施設名

県南東部 1 岡山市 岡山大学病院※ 18 岡山市 旭川荘療育・医療センター※

岡山医療センター※

岡山協立病院※

岡山済生会総合病院※

岡山西大寺病院※

岡山市立市民病院※

岡山赤十字病院※

岡山大学病院※

岡山労災病院※

川崎医科大学総合医療センター※

光生病院

竜操整形外科病院※

玉野市 玉野市立玉野市民病院

玉野三井病院

備前市 備前市国民健康保険市立備前病院

備前市国民健康保険市立日生病院

赤磐市 赤磐医師会病院

吉備中央町 吉備高原医療リハビリテーションセンター※

県南西部 2 倉敷市 川崎医科大学附属病院※ 14 倉敷市 川崎医科大学附属病院※

倉敷中央病院※ 倉敷紀念病院

倉敷スイートホスピタル

倉敷成人病センター※

倉敷第一病院※

倉敷中央病院※

倉敷平成病院※

倉敷リバーサイド病院※

しげい病院

玉島中央病院※

松田病院※

水島中央病院※

笠岡市 笠岡市立市民病院※

笠岡第一病院※

高梁・新見 － － － 2 高梁市 高梁中央病院

新見市 長谷川紀念病院※

真庭 － － － 1 真庭市 金田病院※

津山・英田 － － － 1 津山市 津山中央病院※

計 3 36

※現行の専門医研修施設

県内の二次保健医療圏別の専門研修基幹施設・連携施設一覧（H28.12.27現在）

基本領域 整形外科

二次保健医療圏
専門研修基幹施設 専門研修連携施設等

他の都府県の専門研修基幹施設と連携する施設を含む。

資料２－３
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施設数 市町村 施設名 施設数 市町村 施設名

県南東部 1 岡山市 岡山大学病院※ 4 岡山市 岡山医療センター※

岡山済生会総合病院※

岡山赤十字病院※

川崎医科大学総合医療センター※

県南西部 1 倉敷市 川崎医科大学附属病院※ 1 倉敷市 倉敷中央病院※

計 2 5

※現行の専門医研修施設

県内の二次保健医療圏別の専門研修基幹施設・連携施設一覧（H28.12.27現在）

基本領域 耳鼻咽喉科

二次保健医療圏
専門研修基幹施設 専門研修連携施設等

他の都府県の専門研修基幹施設と連携する施設を含む。

資料２－３
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施設数 市町村 施設名 施設数 市町村 施設名

県南東部 1 岡山市 岡山大学病院※ 8 岡山市 岡山医療センター※

岡山協立病院※

岡山済生会総合病院※

岡山市立市民病院※

岡山赤十字病院※

岡山大学病院※

岡山労災病院※

川崎医科大学総合医療センター※

県南西部 2 倉敷市 川崎医科大学附属病院※ 3 倉敷市 倉敷成人病センター※

倉敷中央病院※ 倉敷中央病院※

水島協同病院※

津山・英田 － － － 1 津山市 津山中央病院※

計 3 12

※現行の専門医研修施設

県内の二次保健医療圏別の専門研修基幹施設・連携施設一覧（H28.12.27現在）

基本領域 病理

二次保健医療圏
専門研修基幹施設 専門研修連携施設等

他の都府県の専門研修基幹施設と連携する施設を含む。

資料２－３
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施設数 市町村 施設名 施設数 市町村 施設名

県南東部 － － － 8 岡山市 岡山旭東病院

岡山済生会総合病院※

岡山市立市民病院※

岡山赤十字病院※

岡山大学病院※

岡山中央病院※

岡山東部脳神経外科病院

川崎医科大学総合医療センター※

県南西部 2 倉敷市 川崎医科大学附属病院※ 6 倉敷市 川崎医科大学附属病院※

倉敷中央病院※ 児島中央病院

倉敷中央病院※

玉島第一病院

水島中央病院

笠岡市 笠岡第一病院

高梁・新見 － － － 2 高梁市 高梁市国民健康保険成羽病院

新見市 渡辺病院

真庭 － － － 2 真庭市 金田病院

真庭市国民健康保険湯原温泉病院

津山・英田 － － － 3 津山市 津山中央病院※

美作市 美作市立大原病院

鏡野町 鏡野町国民健康保険病院

計 2 21

※現行の専門医研修施設

県内の二次保健医療圏別の専門研修基幹施設・連携施設一覧（H28.12.27現在）

基本領域 救急科

二次保健医療圏
専門研修基幹施設 専門研修連携施設等

他の都府県の専門研修基幹施設と連携する施設を含む。
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施設数 市町村 施設名 施設数 市町村 施設名

県南東部 1 岡山市 岡山大学病院※ 4 岡山市 岡山医療センター※

岡山済生会総合病院※

川崎医科大学総合医療センター※

河田外科形成外科※

県南西部 2 倉敷市 川崎医科大学附属病院※ 4 倉敷市 こやまクリニック

倉敷中央病院※

倉敷平成病院※

倉敷中央病院※ 笠岡市 笠岡第一病院※

津山・英田 － － － 1 津山市 津山中央病院※

計 3 9

※現行の専門医研修施設

県内の二次保健医療圏別の専門研修基幹施設・連携施設一覧（H28.12.27現在）

基本領域 形成外科

二次保健医療圏
専門研修基幹施設 専門研修連携施設等

他の都府県の専門研修基幹施設と連携する施設を含む。
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1 2 3 4

県内の研修施設が大病院（大学病院及び基幹型臨
床研修病院）や特定の医療グループだけになって
いる研修プログラムはないか。

研修施設のない二次保健医療圏はないか。
県内（岡山市、倉敷市及び早島町を除く。）の後期
研修施設は、引き続き研修施設になっているか。

県内（岡山市、倉敷市及び早島町を除く。）の病院
で、該当する基本領域の常勤の専門医が勤務し、
当該専門科目の標榜（救急科は救急告示）をしてい
るところは研修施設になっているか。

小児科 上記に該当する研修プログラムはない。
研修施設のない二次保健医療圏
・真庭

研修施設になっている。

研修施設になっていない病院
・玉野市立玉野市民病院（玉野市）
・笠岡市立市民病院（笠岡市）
・高梁市国民健康保険成羽病院（高梁市）
・鏡野町国民健康保険病院（鏡野町）

整形外科 上記に該当する研修プログラムがある。 全ての二次保健医療圏に研修施設がある。
研修施設になっていない施設
・津山第一病院（津山市）

研修施設になっていない病院
・由良病院（玉野市）
・草加病院（備前市）
・邑久光明園（瀬戸内市）
・井原市立井原市民病院(井原市）
・みわ記念病院（浅口市）
・大杉病院（高梁市）
・近藤病院（真庭市）
・津山第一病院（津山市）
・鏡野町国民健康保険病院（鏡野町）

耳鼻咽喉科 〃

研修施設のない二次保健医療圏
・高梁・新見
・真庭
・津山・英田

研修施設になっている。

研修施設になっていない病院
・邑久光明園（瀬戸内市）
・笠岡市立市民病院（笠岡市）
・小田病院（井原市）
・新見中央病院（新見市）
・津山第一病院（津山市）

病理 〃
研修施設のない二次保健医療圏
・高梁・新見
・真庭

〃 研修施設になっている。

救急科 上記に該当する研修プログラムはない。 全ての二次保健医療圏に研修施設がある。 〃
研修施設になっていない病院
・津山第一病院（津山市）

形成外科 〃
研修施設のない二次保健医療圏
・高梁・新見
・真庭

〃 研修施設になっている。

基本領域

県内の暫定プログラムの内容の検証
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基本領域

県内専門医
養成実績数

過去3年
平     均

専門研修
基幹施設

募集定員
(人）

募集定員の考え方（各専門研修基幹施設の暫定プログラムの募集要項から抜粋）

岡山大学病院 14
本プログラムの指導医総数は、2016年2月時点で、141名（基幹施設30名、連携施設71名、関連施設40名）です。整備基準で定められた過去3年間の小児科専門医の育成実績（専門医試験合格者数
の平均＋5名程度以内）に鑑みると、毎年平均して13名の専門医が育成されていることから、14名を受け入れ人数とします。

倉敷中央病院 9
本プログラムの指導医総数は89名（基幹施設15名、連携施設74名）ですが、整備基準で定めた過去3年間の小児科専門医の育成実績（専門医試験合格者数の平均＋5名程度以内）から9名を受け入
れ人数とします。

川崎医科大学附属
病院

4
本プログラムの指導医総数は29名（基幹施設13名、連携施設13名、関連施設3名）であるが、整備基準で定めた過去3年間の小児科専門医の育成実績（専門医試験合格者数の平均＋5名程度以内）
から4名を受け入れ人数とします。

計 27

岡山大学病院 28
専門研修基幹施設である岡山大学病院整形外科と専門研修連携施設全体の指導医数は約150名、年間新患数11万名以上、年間手術件数3万件以上（いずれも他プログラムとの重複を除く。）と十分
な指導医数、症例数を有しますが、質量ともに十分な指導を提供するために28名、4年で112名を受入数とします。

川崎医科大学附属
病院

4
各年次4名　合計16名
各施設の専攻医最大受入可能数は指導医数及び各施設の新患数及び手術数、過去の専攻医在籍数から上記の如く設定した。

倉敷中央病院 4
専門研修基幹施設である倉敷中央病院整形外科と専門研修連携施設全体の指導医数は10名、年間新患数10,000名以上、年間手術件数およそ3,700件（いずれも他プログラムとの重複を除いた数）
と十分な指導医数・症例数を有しますが、質量ともに十分な指導を提供するために1年4名、4年で16名を受入数とします。

計 36

岡山大学病院 10 各専攻医指導施設における専攻医受け入れ数は専門研修指導医数、診療実績を基にして決定する。

川崎医科大学附属
病院

3 各専攻医指導施設における専攻医受け入れ人数は専門研修指導医数、診療実績を基にして決定する。

計 13

岡山大学病院 7 本プログラム全体では病理解剖が年間約240例あり、指導医が24名であることから、 プログラム全体として21名（1年7名）を受け入れます。

川崎医科大学附属
病院

2 本研修プログラムの専門研修施設群における解剖症例数の合計は年平均60症例、病理専門指導医数は8名在籍していることから、6名（年平均2名）の専攻医を受け入れることが可能です。

倉敷中央病院 1 本研修プログラムの専門研修施設群における解剖症例数の合計は年平均43症例、病理専門指導医数は3.7名在籍していることから、4名（年平均1名）の専攻医を受け入れることが可能です。

計 10

川崎医科大学附属
病院

10
本研修プログラムの研修施設群の指導医数は計22.8名なので、毎年、最大で22名の専攻医を受け入れることが出来ます。研修施設群の症例数は専攻医16人のための必要数を満たしているので、
余裕を持って経験を積んでいただけます。研修施設群全体で、2016年4月時点で12名の専攻医が在籍し、過去3年間において合計33名の救急科専門医を育ててきた実績も考慮して、毎年の専攻医
受け入れ数は10名とさせていただきました。

倉敷中央病院 5
本研修プログラムの研修施設群の指導医数は8名なので、毎年、最大で8名の専攻医を受け入れることが出来ます。研修施設群の症例数は専攻医15人のための必要数を満たしているので、余裕を
持って経験を積むことが出来ます。過去3年間で、研修施設群全体で合計8名（各年度2～4名）の救急後期研修医を受け入れてきた実績を考慮して、毎年の専攻医受け入れ数は5名とします。

計 15

川崎医科大学附属
病院

5
各年次5名 合計20名
各施設の専攻医最大受入可能数は指導医数及び各施設の新患数及び手術数、過去の専攻医在籍数から上記の如く設定した。

岡山大学病院 5
岡山大学グループ全体で、症例のデータベースをもとに1年間で専攻医の教育可能な人数を算出すると、最も効率的に行った場合で約10名です。しかし実際には、人事異動などの都合上その約半分
の5名までが1年間に教育可能な人数となります。

倉敷中央病院 2 指導体制、各施設の雇用可能な専攻医枠を勘案し、専門研修の高い質を継続的に維持するため、年間2名の新規募集とします。

計 12

形成外科

小児科

整形外科

耳鼻咽喉科

病理

救急科

12.3

4.7

日本専門医機構
からの情報提供
なし

日本専門医機構
からの情報提供
なし

12.7

4.3
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平成２８年１２月２７日 

各都道府県衛生主管部（局）御中 

 

一般社団法人日本専門医機構 

理事長 吉 村 博 邦 

 

平成29年度の暫定プログラムによる専門研修について 

謹啓 

寒冷の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を 

賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、新たな専門研修プログラムにつきましては、国民や地域の方々の懸念を払拭

できるよう、当機構と学会が連携して問題点を改善し、平成 30 年度を目途に一斉に 

スタートすることを目指しております。 

また、平成29 年度に暫定プログラムを施行する学会に対しては、10月 5日にヒア

リングを行い地域医療への配慮を確認したところであり、今後、専攻医の応募状況に

応じた偏在是正を求める方針です。 

暫定プログラムは下記の学会が施行予定であり、厚生労働省との調整を踏まえ、 

貴都道府県におかれましては、別添のプログラム内容（基幹施設、連携施設、募集定

員）を、医師会、病院団体、市町村等の地域医療関係者と共有していただき、内容に

ついてご意見、ご質問等ございましたら、下記メール宛 2 月 10日（金）までにご返

信いただくようお願い申し上げます。 

謹白 

記 

日本小児科学会  

日本整形外科学会 （従来制度との併用） 

日本耳鼻咽喉科学会  

日本病理学会  

日本救急医学会 （従来制度との併用） 

日本形成外科学会 （従来制度との併用） 

 

＜照会・回答先＞ 

日本専門医機構 事務局 

 栄田（えいだ）浩二、山本かおり、柳由美子 

メール：senmoni-kensyu@rondo.ocn.ne.jp 

電 話：03-3201-3930 

ＦＡＸ：03-3201-3931 
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（参考） 

今後の主なスケジュール 

 
平成29年度からの研修 

（暫定プログラム（６学会）） 

平成30年度からの研修 

（専門研修プログラム（19領域）） 

平成28年   

10月5日 機構 第２回精査の場でヒアリング  

  12月16日  
機構 専門医制度新整備指針承認 

（領域共通） 

 機構 各都道府県への情報提供  

 学会 専攻医応募状況に応じた偏在是正  

平成29年   

  
学会 プログラム整備基準の改定等 

   （各基本領域別） 

  施設 プログラム作成 

４月 施設 暫定的な研修開始  

  学会 プログラム一次審査 

  機構 プログラム二次審査 

  → 都道府県協議会に協議 

   

  機構 プログラム認定 

   

  施設 認定プログラム公表、専攻医募集 
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事 務 連 絡 

平成 28 年 12 月 27 日 

 

 

各都道府県衛生主管部（局） 

医療人材担当課室長 殿 

 

 

厚生労働省医政局医事課 

 

 

専門医研修における平成29年度暫定プログラムへの対応について 

 

 

専門医研修において、平成 29 年度に暫定プログラムを施行する６学会について

は、一般社団法人日本専門医機構がヒアリング（10 月５日の精査の場）を行い、  

地域医療への配慮の状況を確認したところです。 

また、別添のとおり、同機構から各都道府県に対しては、地域医療関係者への  

プログラム情報の提供と内容に関する質問、意見等の提出を依頼しているところで

あり、貴県におかれましては、地域医療対策協議会等の場を活用し、日本専門医  

機構からの依頼にご協力いただくようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

＜照会先＞ 

厚生労働省医政局医事課医師臨床研修推進室 

医師臨床研修専門官  櫻本 恭司 

メール：sakuramoto-yasushiaa@mhlw.go.jp 

臨床研修指導官    桑原  寛 

メール：kuwabara-hiroshi@mhlw.go.jp 

電 話：03-5253-1111（内線2567） 
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「○」 は、現行の専門医制度における専門医研修施設

岡山医療センター ○ ○ ○ ○ ○

岡山協立病院 ○ ○

岡山済生会総合病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡山市立市民病院 ○ ○ ○

岡山赤十字病院 ○ ○ ○ ○ ○

岡山大学病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡山中央病院 ○

岡山労災病院 ○ ○

川崎医科大学総合医療センター ○ ○ ○ ○ ○

心臓病センター榊原病院 ○

川崎医科大学附属病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

倉敷成人病センター ○ ○ ○

倉敷中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

水島協同病院 ○

水島中央病院 ○

津山市 津山中央病院 ○ ○ ○ ○ ○

計 8 13 7 14 9 7

旭川荘療育・医療センター ○

岡山旭東病院 ○

岡山西大寺病院 ○

河田外科形成外科 ○

重井医学研究所附属病院 ○

宮本整形外科病院 ○

竜操整形外科病院 ○

吉備中央町 吉備高原医療リハビリテ-ションセンター ○

計 1 6 0 0 0 1

倉敷市立児島市民病院 ○

倉敷第一病院 ○

倉敷平成病院 ○ ○

倉敷リバーサイド病院 ○

玉島中央病院 ○

松田病院 ○

笠岡市立市民病院 ○

笠岡第一病院 ○ ○

計 0 8 0 0 0 2

長谷川紀念病院 ○

計 0 1 0 0 0 0

金田病院 ○

計 0 1 0 0 0 0

津山第一病院 ○

計 0 1 0 0 0 0

合計 9 30 7 14 9 10

参考：H28.12.27日本専門医機構提供資料
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※ 日本専門医機構により定義された都市部（6都府県）

②募集定員 倍率
H24 H25 H26 ①平均 H29 ②／①

1 北 海 道 14 17 15 15.3 44 2.9
2 青 森 県 2 8 5 5.0 12 2.4
3 岩 手 県 5 3 2 3.3 6 1.8
4 宮 城 県 4 2 4 3.3 11 3.3
5 秋 田 県 6 3 9 6.0 12 2.0
6 山 形 県 8 4 4 5.3 6 1.1
7 福 島 県 5 3 6 4.7 8 1.7
8 茨 城 県 9 15 9 11.0 16 1.5
9 栃 木 県 12 13 5 10.0 12 1.2
10 群 馬 県 5 16 4 8.3 11 1.3
11 埼 玉 県 19 9 12 13.3 26 2.0
12 千 葉 県 15 16 19 16.7 26 1.6
13 東 京 都 81 72 101 84.7 177 2.1
14 神 奈 川 県 47 39 34 40.0 40 1.0
15 新 潟 県 2 6 8 5.3 20 3.8
16 富 山 県 3 6 1 3.3 6 1.8
17 石 川 県 3 5 7 5.0 22 4.4
18 福 井 県 1 2 3 2.0 4 2.0
19 山 梨 県 3 6 3 4.0 6 1.5
20 長 野 県 10 5 6 7.0 15 2.1
21 岐 阜 県 5 5 5 5.0 6 1.2
22 静 岡 県 18 10 10 12.7 10 0.8
23 愛 知 県 25 26 20 23.7 61 2.6
24 三 重 県 6 4 6 5.3 9 1.7
25 滋 賀 県 3 7 8 6.0 7 1.2
26 京 都 府 9 13 8 10.0 37 3.7
27 大 阪 府 45 33 39 39.0 55 1.4
28 兵 庫 県 30 30 20 26.7 26 1.0
29 奈 良 県 7 4 4 5.0 13 2.6
30 和 歌 山 県 2 4 4 3.3 10 3.0
31 鳥 取 県 4 1 0 1.7 6 3.6
32 島 根 県 1 1 1 1.0 6 6.0
33 岡 山 県 7 15 15 12.3 36 2.9
34 広 島 県 9 10 4 7.7 16 2.1
35 山 口 県 8 2 4 4.7 6 1.3
36 徳 島 県 3 1 3 2.3 7 3.0
37 香 川 県 7 2 4 4.3 11 2.5
38 愛 媛 県 6 5 4 5.0 6 1.2
39 高 知 県 5 6 5 5.3 9 1.7
40 福 岡 県 35 41 33 36.3 64 1.8
41 佐 賀 県 2 5 7 4.7 6 1.3
42 長 崎 県 4 5 5 4.7 10 2.1
43 熊 本 県 14 5 7 8.7 12 1.4
44 大 分 県 3 7 1 3.7 6 1.6
45 宮 崎 県 3 3 3 3.0 8 2.7
46 鹿 児 島 県 5 6 3 4.7 10 2.1
47 沖 縄 県 5 10 5 6.7 8 1.2

525 511 485 507.0 941 1.9
参考：H28.12.27日本専門医機構提供資料（詳細不明）
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※ 日本専門医機構により定義された都市部（6都府県）

②募集定員 倍率
H25 H26 H27 ①平均 H29 ②／①

1 北 海 道 5 8 6 6.3 22 3.5
2 青 森 県 0 3 0 1.0 5 5.0
3 岩 手 県 0 2 1 1.0 5 5.0
4 宮 城 県 1 6 7 4.7 10 2.1
5 秋 田 県 0 1 1 0.7 5 7.5
6 山 形 県 1 2 2 1.7 5 3.0
7 福 島 県 0 1 1 0.7 4 6.0
8 茨 城 県 1 0 1 0.7 6 9.0
9 栃 木 県 2 5 3 3.3 6 1.8
10 群 馬 県 3 3 5 3.7 5 1.4
11 埼 玉 県 4 9 8 7.0 17 2.4
12 千 葉 県 4 4 4 4.0 9 2.3
13 東 京 都 47 58 47 50.7 109 2.2
14 神 奈 川 県 5 18 11 11.3 22 1.9
15 新 潟 県 4 2 3 3.0 7 2.3
16 富 山 県 1 1 0 0.7 5 7.5
17 石 川 県 6 5 6 5.7 12 2.1
18 福 井 県 1 2 1 1.3 3 2.3
19 山 梨 県 0 2 0 0.7 4 6.0
20 長 野 県 2 0 4 2.0 5 2.5
21 岐 阜 県 2 3 1 2.0 5 2.5
22 静 岡 県 6 2 4 4.0 6 1.5
23 愛 知 県 7 12 12 10.3 21 2.0
24 三 重 県 1 2 1 1.3 4 3.0
25 滋 賀 県 0 3 2 1.7 5 3.0
26 京 都 府 10 11 6 9.0 15 1.7
27 大 阪 府 10 13 18 13.7 33 2.4
28 兵 庫 県 15 4 7 8.7 15 1.7
29 奈 良 県 0 1 2 1.0 3 3.0
30 和 歌 山 県 2 4 0 2.0 3 1.5
31 鳥 取 県 2 3 1 2.0 6 3.0
32 島 根 県 0 0 0 0.0 2 -  
33 岡 山 県 7 2 5 4.7 13 2.8
34 広 島 県 2 1 2 1.7 6 3.6
35 山 口 県 2 0 1 1.0 3 3.0
36 徳 島 県 1 0 4 1.7 5 3.0
37 香 川 県 0 1 1 0.7 4 6.0
38 愛 媛 県 3 2 3 2.7 6 2.3
39 高 知 県 1 1 0 0.7 2 3.0
40 福 岡 県 8 11 11 10.0 24 2.4
41 佐 賀 県 2 0 1 1.0 3 3.0
42 長 崎 県 0 2 4 2.0 5 2.5
43 熊 本 県 0 0 2 0.7 4 6.0
44 大 分 県 1 0 0 0.3 4 12.0
45 宮 崎 県 0 3 0 1.0 4 4.0
46 鹿 児 島 県 1 1 0 0.7 4 6.0
47 沖 縄 県 1 1 1 1.0 5 5.0

171 215 200 195.3 476 2.4
参考：H28.12.27日本専門医機構提供資料（日本耳鼻咽喉科学会認定専門医研修登録申請者数）

専門医養成実績数と募集定員の全国比較

耳鼻咽喉科専門医

（人）

区分
過去3年の養成実績数

計
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※ 日本専門医機構により定義された都市部（6都府県）

②募集定員 倍率
H25 H26 H27 ①平均 H29 ②／①

1 北 海 道 17 8 11 12.0 31 2.6
2 青 森 県 6 6 1 4.3 12 2.8
3 岩 手 県 5 5 2 4.0 6 1.5
4 宮 城 県 8 4 8 6.7 12 1.8
5 秋 田 県 1 1 1 1.0 5 5.0
6 山 形 県 1 4 3 2.7 6 2.3
7 福 島 県 7 8 7 7.3 8 1.1
8 茨 城 県 6 5 4 5.0 12 2.4
9 栃 木 県 1 3 4 2.7 11 4.1
10 群 馬 県 2 5 6 4.3 14 3.2
11 埼 玉 県 13 8 13 11.3 27 2.4
12 千 葉 県 28 26 25 26.3 32 1.2
13 東 京 都 67 68 76 70.3 116 1.6
14 神 奈 川 県 45 41 26 37.3 59 1.6
15 新 潟 県 4 3 2 3.0 8 2.7
16 富 山 県 1 3 2 2.0 8 4.0
17 石 川 県 1 1 0 0.7 10 15.0
18 福 井 県 3 6 1 3.3 9 2.7
19 山 梨 県 0 0 1 0.3 8 24.0
20 長 野 県 13 10 5 9.3 13 1.4
21 岐 阜 県 8 7 7 7.3 9 1.2
22 静 岡 県 2 5 9 5.3 14 2.6
23 愛 知 県 15 10 21 15.3 39 2.5
24 三 重 県 1 1 4 2.0 10 5.0
25 滋 賀 県 2 4 3 3.0 13 4.3
26 京 都 府 16 14 8 12.7 23 1.8
27 大 阪 府 33 27 33 31.0 52 1.7
28 兵 庫 県 9 11 20 13.3 26 2.0
29 奈 良 県 6 4 3 4.3 8 1.8
30 和 歌 山 県 3 6 4 4.3 8 1.8
31 鳥 取 県 1 0 1 0.7 3 4.5
32 島 根 県 3 1 1 1.7 7 4.2
33 岡 山 県 9 19 10 12.7 15 1.2
34 広 島 県 7 4 8 6.3 14 2.2
35 山 口 県 0 3 2 1.7 8 4.8
36 徳 島 県 0 1 0 0.3 6 18.0
37 香 川 県 4 3 3 3.3 8 2.4
38 愛 媛 県 1 1 1 1.0 4 4.0
39 高 知 県 2 3 2 2.3 9 3.9
40 福 岡 県 20 28 25 24.3 38 1.6
41 佐 賀 県 4 3 2 3.0 8 2.7
42 長 崎 県 2 2 1 1.7 7 4.2
43 熊 本 県 4 5 4 4.3 13 3.0
44 大 分 県 4 5 5 4.7 3 0.6
45 宮 崎 県 5 4 5 4.7 7 1.5
46 鹿 児 島 県 2 2 6 3.3 11 3.3
47 沖 縄 県 1 6 9 5.3 16 3.0

393 394 395 394.0 786 2.0
参考：H28.12.27日本専門医機構提供資料（救急科専門医申請者数）
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過去3年の養成実績数
区分

専門医養成実績数と募集定員の全国比較
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※ 日本専門医機構により定義された都市部（6都府県）

②募集定員 倍率
H25 H26 H27 ①平均 H29 ②／①

1 北 海 道 3 6 5 4.7 11 2.4
2 青 森 県 0 0 2 0.7 3 4.5
3 岩 手 県 0 1 0 0.3 4 12.0
4 宮 城 県 1 1 3 1.7 8 4.8
5 秋 田 県 0 0 0 0.0 0 0.0
6 山 形 県 1 2 2 1.7 0 0.0
7 福 島 県 1 1 1 1.0 2 2.0
8 茨 城 県 0 1 0 0.3 3 9.0
9 栃 木 県 1 5 4 3.3 5 1.5
10 群 馬 県 1 1 4 2.0 0 0.0
11 埼 玉 県 6 4 10 6.7 10 1.5
12 千 葉 県 5 9 5 6.3 4 0.6
13 東 京 都 50 40 55 48.3 72 1.5
14 神 奈 川 県 17 22 16 18.3 17 0.9
15 新 潟 県 0 2 0 0.7 5 7.5
16 富 山 県 3 2 0 1.7 0 0.0
17 石 川 県 2 3 1 2.0 5 2.5
18 福 井 県 0 1 0 0.3 2 6.0
19 山 梨 県 0 1 2 1.0 0 0.0
20 長 野 県 2 1 6 3.0 4 1.3
21 岐 阜 県 1 1 1 1.0 0 0.0
22 静 岡 県 4 4 1 3.0 4 1.3
23 愛 知 県 6 10 2 6.0 15 2.5
24 三 重 県 0 1 0 0.3 0 0.0
25 滋 賀 県 0 1 1 0.7 0 0.0
26 京 都 府 2 3 12 5.7 13 2.3
27 大 阪 府 14 16 22 17.3 27 1.6
28 兵 庫 県 10 4 13 9.0 11 1.2
29 奈 良 県 2 0 3 1.7 0 0.0
30 和 歌 山 県 1 0 1 0.7 0 0.0
31 鳥 取 県 1 0 0 0.3 0 0.0
32 島 根 県 0 1 1 0.7 0 0.0
33 岡 山 県 4 6 3 4.3 12 2.8
34 広 島 県 3 3 4 3.3 2 0.6
35 山 口 県 1 1 1 1.0 1 1.0
36 徳 島 県 0 0 3 1.0 5 5.0
37 香 川 県 1 4 0 1.7 2 1.2
38 愛 媛 県 1 0 3 1.3 2 1.5
39 高 知 県 0 0 2 0.7 1 1.5
40 福 岡 県 5 18 11 11.3 13 1.1
41 佐 賀 県 0 0 4 1.3 2 1.5
42 長 崎 県 1 3 1 1.7 8 4.8
43 熊 本 県 0 2 0 0.7 0 0.0
44 大 分 県 0 1 1 0.7 2 3.0
45 宮 崎 県 0 1 0 0.3 0 0.0
46 鹿 児 島 県 2 0 1 1.0 0 0.0
47 沖 縄 県 1 4 4 3.0 3 1.0

153 187 211 183.7 278 1.5
参考：H28.12.27日本専門医機構提供資料（形成外科学会入会者分布）

計

専門医養成実績数と募集定員の全国比較

形成外科専門医
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区分
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